
エネルギー供給の維持 

 

自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

１． ２． ３．その他防災関連事業者 ４．

10 自立・分散型システムを導入している例                                              事例番号 051 
震災時も発電し続けた仙台マイクログリッド 
 

■取組主体 株式会社 NTT ファシリティーズ、東北福祉大学 ■取組の実施地域 宮城県(仙台市青葉区) 

■業種 総合エンジニアリングサービス業、学校法人 ■取組関連 URL  

 

  取組の概要                                                 
東日本大震災時には電力や熱の供給を継続 

 「仙台マイクログリッド」は株式会社 NTT ファシリ

ティーズと東北福祉大学のコンソーシアムが独立

行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の公

募実証実験を活用し、大学内に構築した実験設備で

ある。実証研究ではガスエンジン発電装置、燃料電

池及び太陽光発電設備を設置し、分散型電源の系統

連系による電力の品質・供給信頼度等について検討

を行った。 【仙台マイクログリッドの構成】 

 実証研究事業後、電力供給を継続するとともに、発電設備から出る排熱を利用して介護施設の「せ

んだんの里」や医療施設である「せんだんホスピタル」へ給湯や冷暖房用の熱を供給している。 

 東日本大震災の際には、一旦ガスエンジン発電装置も停止した後、専門スタッフによる手動立ち上

げを行い、蓄電池や太陽光発電も活用しつつ、医療施設や介護施設等に対し、電気や熱を供給し続

けた。 

 

  取組の特徴                                                 
ガスエンジン発電装置が一旦停止 

 東日本大震災直後の停電時には、本システムの心臓部であるガスエンジン発電装置も安全動作にて

解列（電力供給の停止）をした。これにより、地域への電力供給は複数の蓄電池からの放電と太陽

光発電によるもののみとなった。ガスエンジン発電装置は、天然ガスを燃焼し発電を行うが、一旦

停止すると、起動時には電気を使用するため、再稼動が難しくなるケースが見られる。 

 蓄電池は蓄電量に限りがあり、また太陽光発電は夜間等に発電することが出来ない。当時は大きな

災害の直後であり、系統電力（電力会社）の停電がいつまで続くが見通しがつきにくい状況にあっ

た。このため、電力や熱を安定的に供給し続けるためには、何としてもガスエンジン発電装置を再

起動させる必要があった。 

 

 

再稼動により、医療施設や介護施設に電気と熱を供給 
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 この事態を受け、社会実験終了後も運用管理委託を受託していた株式会社 NTT ファシリティーズの

技術者が地震発生から約 3時間後に現地に駆けつけ、手動での起動を試みた。しかし、ガスエンジ

ン発電装置の制御用蓄電池が放電しきっており、起動させることが出来なかった。このため、制御

用電源回路に別ルートからの電源供給を行うために、急遽仮設配線工事を行い、安全性確認ののち

にガスエンジン発電装置を手動起動させることに成功した（3月 12 日）。 

 これにより、再起動後においては、医療施設や人工呼吸器が必要な高齢者が複数居住していた介護

施設に対し、電気と熱を停電中の約 43 時間供給し続けることが可能となった。なお、ガスエンジ

ン発電機用の燃料は仙台市ガス局の中圧パイプラインを通じて供給された。津波により仙台市ガス

局の港工場が機能停止したことを始め、仙台市内において、家庭等へのガス供給は大きく混乱した

が、強度の高い材料と工法が採用されている中圧のガスパイプラインは耐震性に優れ、震災による

影響を受けなかった。 

 

 
【東日本大震災時の運用/電力供給方法の推移】 

 

災害時の対応力強化に向けて 

 実証研究では、ガスエンジン発電装置、燃料電池及び太陽光発電設備等の分散型電源を組合せた系

統電力の品質・供給信頼度の確保について取組、品質別電力供給システムの開発等、様々なノウハ

ウの蓄積を行った。東日本大震災の際には、これらの経緯を踏まえ、本システムを熟知した NTT フ

ァシリティーズ技術者が現地に駆けつけたことで、柔軟かつ適切なオペレーションが可能となり、

一旦停止したガスエンジン発電装置の再起動の成功につながった。 

 一方で災害時、特に大規模な地震災害時に停止した機器の再稼動については、配線や機器自体が破

損している可能性もあり、専門的、技術的な知見とシステム全体を理解した技術者がいなければ安

全な対応が難しい局面となることも想定される。このため同社では、震災時の経験を生かしつつ、

人がいなくても対応できる仕組みづくり（遠隔操作等）について検討を進めるとともに、いざとい
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う時に仮設配線等の復旧作業がしやすい設備の設計等に取組んでいる。 

 

  平時の活用                                                 
平時は省エネルギー面で貢献 

 分散型電源から得られる熱エネルギーを利用することで、従来設備と比較して CO2排出量を削減す

ることができている。また、燃料電池はベース発電とし、ガスエンジンを昼間帯のピークカット発

電として活用している。 

 

  防災・減災以外の効果                                           

エネルギー環境教育等の場として 

 仙台マイクログリッドは、実物大の教材として環境教育、エネルギー教育に活用されており「日常

生活の中で地球にやさしい環境・エネルギーを意識できる人づくり」などに生かされている。 

 

  周囲の声                                                  
 国内外メディア等での多数の掲載実績があり、特に海外マイクログリッド業界において、東日本大

震災で稼働実績のある設備として「Sendai Microgrid」の名称で知られている。 
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自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

10 自立・分散型システムを導入している例 / その他の事例    

１． ２． ３．その他防災関連事業者 ４．

燃料電池車で発電した電力を家庭や屋外で利用する 

事例番号 053
本田技研工業株式会社 

■業種：製造業   ■取組の実施地域：関東、東京、中部、九州 

 本田技研工業株式会社では、水素で発電する燃料電池自動車と、発電された電気を外部へ供給する

「インバーターボックス」とを組合せ、自動車から様々な電気機器に電力を供給できる仕組みを開

発している。一般家庭への給電に加え、キャンプなどのレジャーや、屋外工事作業等の産業用とし

ても活用可能である。 

 また、災害時には燃料電池車は移動する小さな発電所として生活のための電源ともなる。仮に燃料

電池車に容量上限の水素を充填していた場合、一般家庭の約 6日分の電力を賄うことができる。平

常時にはピークカットやピークシフトに、非常時には非常用電源として、強靱化に貢献できる。 

 


